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金属 3D積層造形を利用した触媒反応管の開発
………………………………………………………………………大阪大学　森　浩亮……732

　緻密な 3D 造形が可能な金属 3D プリンティング技術と，電気化学的表面
処理法や MOF 修飾などと組み合わせて作製した金属製反応管のユニークな
触媒機能について紹介した。
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有機液体混合物分離 ………………………………名古屋工業大学　廣田雄一朗……737

　イオン液体の分子構造が Si-O-ネットワークに化学的に固定されたイオン
液体/シロキサン複合膜について，有機化合物の選択透過性と，混合物の透
過分離能を紹介した。
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山梨から始まるグリーントランスフォーメーション

東京電力ホールディングス　外内裕子……743
………………………………………………山梨県企業局　坂本正樹，東レ　出原大輔， 　　　

　山梨県では再生可能エネルギーを最大限活用する自立分散型のエネルギー
社会を実現していくため，グリーンイノベーション推進事業を推進してきた。
熱分野の脱炭素化のため，水素社会構築に関する取り組みを紹介した。

最新の誘電エラストマーの開発状況と性能向上要因
…………………………………………千葉科学研究所　千葉正毅，Wits　和氣美紀夫……752

　誘電エラストマーは安価で軽量，構造が簡易，多層化が可能，かつ非常に
効率的であるため，エコ社会に最適なデバイスである。誘電エラストマーの
研究開発状況を説明し，その性能向上の要因について解説した。

Yokogawa Electric International　ザン ハー……761
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SUSHI Sensor と YOKOGAWAクラウドを活用した
銅鉱山の設備異常予兆診断

　銅鉱山のシックナー設備に SUSHI Sensor と AI を活用し，故障の予兆を
早期に検知する PoC と商用化に成功した。予測保全ツールで遠隔監視と保
守が効率化され，運用管理が向上した事例を紹介した。

………………………………横河電機　園田　香  　　　


